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国際気象学大気物理学協会（IAMAP）＊

一その歴史と現状一

浅　井　冨　雄＊＊

　1．はじめに

　1993年にIAMAP第6回総会が日本で開催されるこ

とが決定した．IAMAPは大気科学に関わる諸問題の研

究の推進，国際協力を要する研究の立案・促進・調整，

研究集会の開催，研究成果の出版等にあたることを目的

としたICSU傘下の組織であり，日本気象学会に最も

関係の深い最大の国際学術組織である．この機会に

IAMAPの歴史を振り返り，現在の組織と活動の概要を

紹介しよう．とりまとめに際して，私の手元にある資料

の他に，1975～1987年の長期間にわたりIAMAPの事

務局長を務めたS．Ruttenberg氏より頂いた資料，1989

年末日本学術会議地球物理学研究連絡委員会が1963年版

国際測地学地球物理学連合要覧の更新・改訂作業を行う

際に得た資料等を利用した．

　2．設立の経緯

　気象観測は一国において或は各国別々に行われたので

は不十分で，世界各国が協同してそれを行う必要があ

り，19世紀初頭に既にr6seau　mondia1（世界観測網）の

思想が生まれている．1853年には海洋観測の協力につい

ての会議がブラッセルで開かれ，つづいて地上観測につ

いての会議は1872年にライプツィヒで，更に1873年にウ

イーン，1879年に・一マで関係国の気象台長の会議（万

国気象台長会議とも呼ばれている）が開かれた．またこ

＊Intemational　Association　of　Meteorology　and

　Atmosp五eric　P五ysics－H量story　and　Present

　ActivitieSr
＊＊Tomio　Asai，東京大学海洋研究所．

1990年6月

の頃，個人的にはLe　Verrier（1863）が電報交換につい

て，Fitz　Roy（1861）は天気図の作成等の提案を行って

いる．このような公式，非公式の会議を通して各国の協

力体制ができあがってきた．その実行機関がIntema－

tional　Meteorological　Committeeであり，特別の問題

についてはCommissionが設けられた．1907年，Teis－

screnc　de　Bortの提案により観測点の問題がCommis－

sionで討論され，それは現在のような観測網の設定に

重要な礎石となった．

　しかし当時はまだ委員会等について公式の規約ボなか

ったので，1907年，MascartはCommitteeの委員長を

辞するに際し，1879年以来実行していたことを規約の形

にすることを主張した．その案は第一次世界大戦のため

中断されたが，大戦後，即ち1919年にパリで正式に承認

され，その組織は国際気象機構（L’Organisation　M6－

t60rologique　Intemational）と命名された．この機構は

（1）Les　Conf6rences　des　directeurs，　（2）L6Comit6

M6t60rologique　Intemational，（3）Les　Commissions

よりなっている．（1）は各国気象台長よりなり，管理実

施の方法，Comit6の設置，観測及び計算法の調整を討

論し，適宜Comit61ntemationalを召集する．（2）は

（1）の決定事項を実施する機関であり，President，Vice－

President，SecretaryよりなってCommissionを組織す

る．この（2）は同年設立された国際測地学地球物理学連

合（lntemationalUnionofGeodesyandGeophysics，

IUGG）との緊密な：協力をうたっていることは注目に価

する．この機構は後に世界気象機構（World　Meteorologir

cal　Organization，WMO）となり，各国気象機関の業
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務に関する問題を取扱い，一方，IUGGの気象分科会

（Meteorology　Section）は純学術的な問題を取扱うとい

う二つの組織に分かれてきた．

　このように国際気象学大気物理学協会（Intemational

Association　of　Metcorology　and　Atmospheric　Physics，

IAMAP）はその起源を，1919年7月ブラッセルにおいて

設立された国際測地学地球物理学連合（IUGG）の中に

つくられた“Meteorology　Section”にさかのぼることが

できる．そのSectionは世界気象機構（WMO）の前身

である国際気象機構（lntemational　Meteorologica10r－

ganization，IMO）の気象学分野におけるいくつかの既

存の国際団体（例えば，国際放射委員会Intemational

Radiation　Commission等）の親組織でもあった．Me－

teo「ology　Sectionは1930年に国際気象学協会（Intcma－

tional　Association　of　Meteorology，IAM）とな：り，さ

らに1957年，ト・ントにおけるIUGG総会で大気物理

学（Atmospheric　Physics）が加えられ，今日のIAMAP

の姿が形成されたのである．1950年，IMOが発展的に

解消しWMOが設立されると同時に，より目常業務的

な部分はWMOに，より研究的なものはIAMAPへ
と分業体制が一層明確になった．そして今日IAMAP

は政府組織であるWMOに対置する非政府組織とみる

ことができ，各国の天気予報業務には直接結びつかな

い，主に大学や研究機関の研究者達を代表している．

　IAMAPにはRadiation，Ozone等のCommissions

が古くから設置されていたが，1960年，ヘルシンキの総

会で，新しくDynamic　MeteorologyのCommissionも

設けられた．その後，研究分野は急速に拡大し，また専

門・分化も進み，第6章に示されるように，今日では10

のCommissionsが活動している．

　3．母体としての国際学術連合会議（ICSU）

　国際学術連合会議（lntemational　Council　ofScientiGc

Unions，ICSU）は1931年に創設され，以来，人種，宗

教，政治思想，身分，男女，言語を問わず，世界中の全

ての科学者たちに国際的学術活動に参加する権利を公平

に認めようとする政策を採ってきた．第1図にまとめら

れているように，ICSUは1989年現在，20の国際学術連

合（IUGGはその一つである），76力国（地域）の会員・

協会・オブザーバー，26の国際学術協会から成る非政府

（non－govemmenta1）の国際学術組織である．我国から

は日本学術会議がICSUに加盟している．

　ICSUの主な目的は国際的学術活動を支援することで

4

あり，それは次のようなさまざまな方法で実施される．

　（1）国際地球観測年（Intemational　Geophysical　Year，

IGY，1957－58），国際生物学事業計画（Intemational

Biological　Programme，IBP，1964－74），上部マントル計

画（UpPerMantlePrqiect，UMP，1961－70），1986年

第21回総会で着手したGlobal　Change計画として知ら

れる生物圏と地球圏の様々な部分に起こる相互作用の研

究，すなわち地球圏一生物圏国際協同研究計画（lntema－

tional　Geosphere－Biosphere　Programme，IGBP，1990一）

などのような諸専門分野にわたる国際的な研究計画の立

案・調整を行う．

　（2）アイディァの交換，学術情報の伝達，科学的基

準・専門用語・標準単位などの設定，また方法の比較，

測器の相互比較・較正などに主導的役割を果たす．

　（3）総会の他に，研究集会・シンポジウム・夏期講習

会・専門家会議などは，世界各地のICSU傘下の団体

や多くの会員によって組織されている．最近では毎年

500を越えるそのような会合が開催された．

　（4）ニュースレター，ハンドブック，集会・会議・シ

ンポジウムの記録，専門的な学術誌，データ，基準等の

広範囲にわたる出版物が発行されている．これらのなか

にはICSU　Pressによって刊行されたものもある．

　（5）関心を同じくする科学者間の世界的，地域的な連

絡網をつくることを支援する．

　（6）放射性廃棄物処理や有毒廃棄物処理，環境間題科

学委員会（Scientinc　Committee　on　Problems　of　the

Environment，SCOPE）によって実行されたr核戦争の

環境に及ぼす影響（Environmental　Consequences　of

Nuclear　War，ENUWAR）」などのような特定の研究を

手がける．

　南極・海洋・宇宙・水の研究や環境問題，遺伝子実

験，太陽一地球間物理学，有毒廃棄物処理など，ICSU傘

下の一つの組織のもとではなし得ない多くの分野にまた

がる課題に対して，ICSUはScienti且c　Committeeま

たはCommissionを設置する．発展途上国における科学

教育，データと科学・技術などのようなすべてのUnion

に共通の分野における活動もまたCommitteeによって

調整される．

　ICSUは世界中の多数の国家や非政府組織，特に国際

連合の下部組織であるUNESCOやWMOとの親密

な協力の実績をもち，またその関係を維持している．す

なわち，ICSUはUNESCOと共に国際インド洋調査

（lntemational　Indian　Ocean　Expedition，IIOE），世界

、天気”37．6．
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第1図　ICSUの組織（1989年現在）

科学技術情報システム（World　Science　and　Technology

Infbrmation　System，UNISIST），国際地質学相関計画

（lntemational　Geological　Correlation　Programme），国

際生物科学ネットワーク（lntemational　Biosciences

Networks）などのような多数の国際協同計画に取り組ん

できた．日本気象学会にとって最も身近な例は地球大気

開発計画（Global　AtmosPhe「ic　R・esea「ch　P「09「amme，

GARP，1967－1980）や世界気候研究計画（World　Climate

ResearchProgramme，WCRP，1980　　）であり，ICSU

はWMOと協力してそれらに率先して取り組んできた

し，また取り組みつつある．さらにICSUはSCOR
（Scienti丘c　Committee　on　Oceanic　Research，海洋研究

科学委員会）を通して10C（lntergovemmental　Ocea－

nograpを・ic　Commission，政府間海洋学委員会，UNESCO

の下部組織）と気候変動と海洋に関する委員会（Com－

mittee　on　Climatic　Changes　and　the　Ocean，CCCO，

1990年6月

I　C　S　U

ヒCCC・

U　　N

Intergovernmenta1
　0rganizations
　　UN　ES　CO

　　　WMO
　　　U　NE　P

　　　FAO

第2図ICSUとUNの合同委員会の例

1979一・）という合同委員会を組織して海洋の面から

WCRPに寄与している．（第2図参照）

　4．連合組織としての国際測地学地球物理学連合

　　（IUGG）

　地球物理学の各分野は，その性質上，観測・研究にお

いてとりわけ国際協力を必要とする学術分野であり，天

5
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文学とならび国際協力の歴史は他の学術分野に比して大

変古い．測地学分野では1862年に中部ヨーロッパ測地学

協会が設置され，1886年に世界規模の国際測地学協会へ

発展した．地震学分野でも1899年に万国地震学会が結成

された．第2章で述べたように，気象学分野では19世紀

後半，万国気象台長会議が組織され，各国の気象事業の

国際連絡が行われた．その会議の小委員会で地球電磁気

学分野も取扱われていた．

　これら既存の国際的な組織を根幹とし，それにまだ確

固とした国際組織のなかった海洋物理学，火山学の分科

をつけ加えて，国際測地学地球物理学連合（IUGG）が

結成されたのは第一次世界大戦後の1919年，ブラッセル

で開かれた国際学術研究会議（Intemational　Research

Counci1，IRC，現在のICSUの前身）第1回総会であ

る．このとき，地球物理学以外に，天文学，物理学，化

学，地質学，電波科学のそれぞれのUnionが結成され

ている．さらに1922年陸水学分科が加えられ，ほぼ今日

の体制ができあがった．その後，1930年に各分科に対す

るSectionという呼称がAssociationに改められ現在に

至っている．

　IUGGの第1回総会は1922年・一マで開かれ，総会

は1963年以前には原則として3年に1度，それ以後は4

年に1度開催されている．第7回総会（1939，Washing－

tonD・C・）は，その開会の前日に第二次世界大戦が始

まった．米国はまだ参戦していなかったこともあり，総

会そのものは23力国の参加のもとに開かれた．研究発表

はされたが，運営に関する討議は殆どなされず，1942年

以降のできるだけ早い時期にノルウェーで次回の総会を

開くことを決めたのみで閉会した．そして，実際に第8

回総会がオス・で開かれるまで8年間の空白が生じた．

日本は第1回からの加盟国であるが，第二次世界大戦中

に除名され，そのため1948年，オス・で開催された第8

回総会（1948）には出席できなかった．第9回総会（1951，

ブラッセル）で再加盟が認められ，今日に至っている．

　IUGGは国際学術連合会議（ICSU）内の一つの連合

組織であり，1987年現在78力国が加盟している．IUGG

の目的は次の通りである．

　（1）地球の形状及び地球，海洋，大気の物理学に関す

るすべての研究を促進する．

　（2）国際的に関心があり，国際協力を必要とする測地

学・地球物理学の研究や調査計画を提唱し，準備し，調

整する．

　（3）国際的基盤で，（2）に示された研究結果の討議を
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行い，成果を刊行する．

　（4）IUGGに関係する分野における加盟国の科学的

活動を調整し，促進する．

　（5）測地学・地球物理学にかかわる実際的問題の研究

が，国際的観点で提唱された場合や，それが技術者や施

設の面で国際協力を必要とする場合に，その研究に科学

的な助言を与える．

　（6）国際的な基盤で，測定の標準化の促進あるいは測

地学・地球物理学資料の収集・解析・刊行を目的とす

る，多くの常設機関の科学的活動を支援し，調整す
る．

　これらの科学的目的を達成するために，IUGGは

IAMAPを含む7学術協会から構成されている．

　（1）国際測地学協会：IntemationalAssociationof

Geodesy（IAG），

　（2）国際地震学地球内部物理学協会：Intemational

Association　of　Seismology　and　Physics　of　the　Earth，s

Interior（IASPEI），

　（3）国際火山学地球内部化学協会：lntemational

Association　of　Volcanology　and　Chemistry　of　the

Earth’s　Interior（IAVCEI），

　（4）国際地球電磁気学超高層物理学協会：lntema－

tional　Association　of　Geomagnetism　and　Aeronomy

（IAGA），

　（5）国際気象学大気物理学協会：Intemat沁nal　As－

s・ciati・n・fMete・r・1・gyandAtm・sphericPhysics

（IAMIAP），

　（6）国際陸水科学協会：Intematioml　Association　of

Hydrological　Sciences（IAHS），

　（7）国際海洋物理学協会：Intematioml　Associ＆tion

fbr　the　Physical　Sciences　of　the　Ocean（IAPSO）．

　上記7つの協会は，それぞれの分野の発展の歴史・観

測や研究上の特殊性・関連する政府間機関や各国研究組

織の性格に応じて，独自の活動を行う必要がある．した

がって，IUGGの規約の枠内で，それぞれの協会は自

身の規則を持ち，行政及び財政に関しての自治権を持っ

てし・る．

　IUGGは第13回総会（バークレイ，1963）以降4年

毎に総会を開催し，各協会はその中間年に特別研究集会

を独自に，或は他の協会と合同して開いている．

　IUGGは各国に国内委員会（National　Committee　fbr

Geodesy　and　Geophysics）を設けることを勧告してお

り，我国では日本学術会議に地球物理学研究連絡委員会

駄天気”37．6．
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（National　Committee　fbr　IUGG）が設けられている．

現在（第14期，1988－1991）の委員会は樋口敬二（委員

長），永田豊（幹事），浅井冨雄，浅田敏，櫃根勇，

久保寺章，杉浦正久，鈴木次郎，中川一郎の9名で構成

されている．

　学問の進展に伴い，個々の協会の内部のみでは扱いき

れない学際的な問題が増加してきており，それに対処す

るために2つ以上の協会が共同して委員会を設立する例

が多くなってきている．したがって，協会問の調整と指

導にあたるIUGGの役割の増大をもたらしつつある

し，4年毎に開かれる総会（General　Assembly）は，各

学術分野の発展に応じた問題を討議し，組織を検討する

絶好の場を提供するものとなっている．そして，近年の

総会において各協会に共通な問題を取り上げ，Union自

身が数多くのシンポジウムを開催することが通例となっ

ている．ちなみに，最近のIUGG第19回総会（パンク

ーバー，1987）では次のようなUnion　Lecturesが行わ

れた．①ChaosandSe1ρOrganizationintheLithos－

phereandEarthquakePrediction，②TheNewSolar

System，③Milankovitch　Theory　and　Climate，④

Magma　Genesis　and　Plate　Tectonics，⑤Irregularities

in　the　Earth，s　Rotation　and　Geophysics．

　また，次のようなInterdisciplinary　Symposiaも開催

された．①Qμo　Vadimus（Where　are　we　goingP），

②lnstabilitywithintheEarthandCoreDynamics，③

Impact　of　Global　Positioning　System　on　Geophysics，

④VariationsinEarthRotation，⑤SlowDefbrmation

andTransmissionofStressintheEarth，⑥Large－

ScaleThree－Dimensiona1EarthStructure，⑦Lower

CrustPropertiesandProcesses，⑧Hydrogeological

RegimesandtheirSubsur魚ceTherma1Ef琵cts，⑨

Evoluton　of　Mid－Oceanic　IRidges，⑩Comparative

Planetology，⑪Highlights　of　Middle　Atmosphere

Research，⑫DeepStructureandPastKinematicsof
Accreted　Terranes，⑬Rcsults　ofthe　EMSLAB　Prqject，

⑭Dynamics　and　Monitoring　of　Pollution，⑮Con－

tribution　of　Geophysical　Sciences　to　Climate　Change

Studies，⑯Marginal　Ice　Zone　Processes，⑰Low

LatitutdeOcean－AtmosphereInteractions，⑱Long－

TermVariationsinOceanClimate，⑲Originand
Evolution　of　Sedimentary　Basins　and　their　Energy　and

Mineral　Resources，⑳Geochemistry　and　Geophysics

of　Transport　in　the　Lithosphere－Asthenosphere　System．
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　IUGGの活動の多くは，各協会を通して行われてい

るが，複数の協会にまたがる問題に対処するために，

IUGGには次のような委員会（Inter－Association　Com－

mission）が置かれている．

　①CommittcefbrAdvicetoDevelopingCountries

intheFieldsofGeodesyandGeophysics，②Climate

Commlssion，③Commission　fbr　Electromagnetic　Li－

thosphereAsthenosphereSoundings（ELAS），④

CommissionfbrMathematica1Geophysics，⑤Tsunami

Commission．

　またIUGGは，UNESCO，WMO，IHO（lntema－
tional　Hydrograph量c　Organization），COUN（Carto－

graphic　Ofnce　of　the　United　Nations）などの政府間組

織に連絡委員を送り，ICSUの各種委員会，Committce

on　Data　fbr　Science　and　Technology（CODATA），

Committee　on　Space　Research（COSPAR．），Committee

on　Science　and　Technology　fbr　Developing　Countries

（COSTED），Committee　on　the　Technology　ofSciencc

（CTS），Committee　on　Water！Research（COWAR．），

ScientiHc　Committee　on　Antarctic　Research（SCAR），

Scientific　Committee　on　the　Problems　of　the　Environ－

ment（SCOPE），Scienti且c　Committee　on　Oceanic　Re－

search（SCOR），Scienti且c　Committee　on　Solar－Ter－

restrial　Physics（SCOSTEP）などに代表を派遣してい

る．

　IUGGは更に，Panel　on　World　Data　Centres，Pacific

Science　Associationなど数個の他のICSU学術委員会の

メンバーであり，天文学・地球物理学事業連盟（Federa－

tion　of　Astronomical　and　Geophysical　Services）の共

同スポンサー・でもある．他のいくつかのInter－Union

Commissions，例えばInter－Union　Commission　on　Radio

Meteorology，Inter－Union　Commis3ion　on　the　Lithos－

phereなどをICSUの他の連合と協同して組織してい
る．

　5．mMAPとWMOの関係
　第2章r設立の経緯」でも述べたように，当初から

IAMAPはWMOと極めて緊密な関係にあった．

IAMAPは，現在の多種の気象衛星，莫大な：データの収

集・保存，大気大循環と気候モデルの開発，持続的な観

測システムなどのような大気科学にとって不可欠な基本

的要求を絶えず満たしているWMOの恩恵を受けてい

る．一方，WMOは，IAMAPから発する知的な刺激

7
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と研究活動から恩恵を受け，そしてまた，WMO組織

外の多くの大学が持つ相当量の資源を国際的な気象事業

に導入することからも恩恵を受けている．このように

IAMAPとWMOは相互の協力によって気象学，気
象事業の発展に貢献してい「る』両者の相補的協力関係は

大気科学諸分野における国際研究集会がIAMAPと

WMOの共催として行われることが多いことにも反映

している．

　IAMAPがこれまでにWMOと協力してきたなかで

最も大規模な協同調査・研究は国際地球観測年（IGY）

と地球大気開発計画（GARP）であった．GARPはその

後，世界気候研究計画（WCRP）へ発展し今日に至って

いる．

　6．IAM［APの組織

　IAMAP組織はBureau，Secretariat，Executive　Com－

mittee，General　Assembly　of　De1egates，Special　Scien．

ti且c　Commissions，Joint　Scienti且c　Committeesから成

っている．

　IAMAP　Bureau（理事会）は会長，2名の副会長，事

務局長（財務も担当）から成り通常総会で選出される．

会長の任期は通常総会から次の通常総会までの1期（4

年），副会長は1期で2期まで可，事務局長は2期で3

期まで可である．

　IAMAP　Executive　Committee（執行委員会）はBureau

members，選出された役員5名，前会長，各Commissions

（専門委員会）の委員長から成る．

　IAMAP　Special　ScientiHc　Commissions（専門委員会）

としては以下に示されるように現在10Commissionsが

設けられている．

　（1）国際大気化学・地球規模汚染委員会：Intema－

tional　Commission　on　Atmospheric　Chemistry　and

Global　Pollution（ICACGP）

　（2）国際大気電気委員会：Intemational　Commission

on　Atmospheric　Electricity（ICAE）

　（3）国際気候委員会：Intematioml　Commission　on

Climate（ICCL）

　（4）国際雲物理学委員会：Intematioml　Commission

on　Cloud　Physics　（ICCP）

　（5）国際気象力学委員会：Intemational　Commission

on　Dymmic　Meteorology（ICDM）

　（6）国際高層気象学委員会：Intematioml　Commis－

sion　on　Meteorology　of　the　Upper　Atmosphere（ICM

8

UA）

　（7）国際オゾン委員会：Intemational　Ozone　Com－

mission（10C）

　（8）国際惑星大気と進化委員会：International　Com－

mission　on　Planetary　Atmospheres　and　the圭r　Evolution

（ICPAE）

　（9）国際極気象学委員会：Intcmational　Commission

on　Polar　］￥・厘eteorology　（ICP］N｛）

　（10）国際放射委員会：111tematioRal　Radiation　Com－

mission（IRC）

　CommissionはPresident1名，Secretary1名の他

に委員若干名を置く．Comm1ssionは必要に応じてSub－

Commissions，Committees，或はWorking　Groupsを設

けることができる．

　ICCPにはCommittee　on　Nucleation，ICDMには

4つのWorking　Groups：a）Boundary　Layer　Dyna－

mics　and　Air－Sea　Interaction，　b）Cloud　Dyna，mics，

c）Meso－scale　Dynamics，d）Medium－and　Large－scale

Dynamics，ICMUAには4つのWorking　Groups：a）
Noctilucent　Clouds，b）Solar－Terrestrial　Relationships，

c）Tides　in　the　Mesosphere　and　LowerThermosphere，

d）Climatology　of　the　Middle　Atmosphereなどが設け

られている．

　IAMAPは他のAssociationsとの間に互に関心のあ

る問題についてJoint　Scienti且c　Committee（合同科学

委員会）を設けることができる．

　IAMAP　Gcneral　Assemblyは各国のNational　Com－

mittee　fbr　IAMAP（我国の場合，日本学術会議気象学

研究連絡委員会）が指名した代表者で構成され，IUGG

の通常総会期間にIAMAP通常総会が開かれる．

　IAMAPの各分野の研究の推進と研究集会の開催は，

主に10のIAMAP　Commissionsの責任である．一方，

IAMAPの執行委員会と事務局はCommissionsの活動

のガイダンスや資金を提供したり，主要なIAMAP会

議を組織したりする．

　一般に，執行委員会が広い政策を定め，一方，各Com－

missionは自由に構想を立て，事務局長を通してそれぞ

れの研究集会を調整し，実施する．執行委員会は複数の

Commissionsを含むIAMAPのプログラムを決定する．

　IAMAPの予算は年間約2万USドルで，IUGGか

らの補助金である．また，いくつかの追加金が，ICSU

または各国団体から寄せられることがある．全部合わせ

ても年間2～3万ドルという極めて僅かな予算であり，

激天気”37．16．



国際気象学大気物理学協会（IAMAP）

その大部分は総会（研究集会）やシンポジウム出席者旅

費補助にあてられている．WMOは多くのIAMAP会
議をそれぞれ＄2，000～＄4，000援助している．

　7．IAMA］Pの活動

　7．1　研究集会の主催・共催

　IAMAPの活動の大半は，研究成果と新しいアイディ

ァを交換する場を提供するため集会を適宜組織すること

であった．

　IAMAP総会は4年に一度のIUGG通常総会の折に

開かれる．また，IUGG第14回総会（1967）での決定

に基づき，総会と次の総会の中間年にIUGG総会とは

別に，1973年からIAMAP特別研究集会が開催される

ことになった．その研究集会が，しばしばIUGGの他

のAssociations，例えばIAPSO，IAGAなどと共同で

開催される．その時にIAMAP総会も開かれる．また，

その4年の間にオゾン委員会，放射委員会，大気電気委

員会，雲物理学委員会等はそれぞれ専門の研究集会を開

く．雲物理学研究集会は，しばしばWMOとIAMAP

共催のConference　on　Weather　ModiHcationと共同で

開催される．WMOは通常，これらの集会を共催或は

後援し，しばしば財政上の援助を行っている．一方，

IAMAPもまた，いくつかのWMOが主催する研究集

会の共催或は後援をして，しばしば，若干の財政上の援

助を行っている．

　7．2　国際協同研究計画の推進

　各Commissionは，個々のグループの力では解決困難

でより大きな国際的な組織の尽力を必要とする重要な問

題を解明すべく，多くの研究計画の立案や推進にあたっ

てきた．立案された研究計画は，その実施段階で適当な

国際的或は国内的組織に委ねられる．IAMAPがこれま

で率先して立案した研究計画の多くは成功をおさめ，そ

の中のいくつかはさらに大規模な国際協同計画の一部に

なったものもある．

　7．2．1世界気候研究計画（WCRP）

　IAMAPが深く関わっている進行中の大ぎな計画は世

界気候研究計画である．この計画はWMOとICSUの

協同事業であり，両者の合同科学委員会（Joint　scienti£c

committee　fbr　wCRP，略称Jsc）の指導のもとに実

施されている．この10年間に大気の状態の記述や長期に

わたる一連のデータ解析というこれまでの気候学から，

大気が地球システムの他の部分と相互作用をする過程や

気候変化の力学を解明する分野へと大きく変貌しつつあ
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　IAMAP或はそのCommissionが重要な役割を果たし

た若干の具体例を示しておこう．

　（1）国際衛星雲気候学計画（ISCCP）：気候は，第一

義的に地球上における放射エネルギー収支の不均衡に対

する地球システムの応答であるから，国際放射委員会

（IR．C）は放射伝達，正味放射フラックス，またその摂動

に関する専門知識を提供するよう要請された．IRCと

Jsc間の検討結果，少なくとも5年という期問（現在延

長されている）にわたり雲量の変化やその他雲の特性を

測定したり算定したりすることを目的とした国際衛星雲

気候学計画（lntemational　Satellite　Cloud　Climatology

Prqiect，ISCCP）が1985年以来実施されつつある．

　（2）放射収支：大気のエネルギー収支にとって重要な

大気の上端と下端での正味放射フラックス成分を衛星観

測により測定するためのWorkshOPが，JSCと協力し

て再三組織された．

　IRCはまた，大気中の放射伝達を計算するための方

法や気候モデルで使われた放射計算方式（R．adiation

Code）の国際相互比較を提唱し，推進した．

　（3）エー・ゾル：JscやWMO大気科学委員会
（CAS）と協力して，大気工一・ゾルの放射特性と気候

に及ぼすインパクトの算定に関する一連のWorkshopを

組織した．その結果，国際工一・ゾル気候学計画（ln－

temational　Aerosol　Climatology　Prqject）が立案され，

それはIGBPのなかで実施されるであろう．

　（4）標準大気（Standard　Atmosphcres）：IAMAPは

最近のグ・一バル観測に基づいて，標準大気（CIRA，

StandardAtmospherefbrRadiationCalculations）の

改善のため，ICMUA（国際高層気象学委員会）とIRC

（国際放射委員会）を通して多くの努力をしてきた．そ

のような新しい気候上のデータベースを作り上げるため

の努力は，将来の気候それ自体を研究するために非常に

重要である．

　7．2．2　中層大気国際協同観測計画（MAP）

　国際高層気象学委員会（ICMUA）は，中層大気国際協

同観測計画（Middle　Atmosphere　Program，略称MAP，

1982－85）のために研究計画を立案し，IAGAおよび

SCOSTEP（Scielltific　Committee　on　Solar　Terrestrial

Phys1cs）と共同研究をした．MAPはIAMAP側から

は力学，放射伝達，中層大気化学をより理解することに

焦点を当てられ，今までほとんど他の研究活動で扱われ

なかった大気の問題を明らかにしてきた．そして突然昇

「9
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温，下層大気と中層大気の相互作用，多くの大気微量成

分の循環のような現象を説明するための新しい試みを促

してきた．

　人工衛星観測によって得られた新しい結果は，成層圏

中及び対流圏と成層圏の間の微量成分気体の輸送と力学

を理解する上で，我々の既存の知識に革命的なインパク

トをもたらした．二酸化炭素濃度の増加による成層圏大

気の冷却がどのような結果をもたらすか，またそのフィ

ードバック過程などについての理解は乏しく，これらの

研究は今後の気候システムの研究にとっても重要であ

る．

　7．2．3　古気候と気候力学

　ICCLはMilankovitch　cycleのような，～10万年規

模の気候変動の研究にも関わっている．これについては

研究者達に適切な討論の場を提供することである．

　7．2．4オゾン

　環境や高層大気の研究と同様，気候システムにとって

もオゾンは重要な要素である．10C（国際オゾン委員

会）は，WMOとUNEPの地球環境監視システム
（Global　Environmental　Monito血g　Sy菖tem，GEMS）

や国家レベルにおいて維持されているオゾン観測網の改

善のため，科学的専門知識を提供する責務を担ってい

る．10Cは最近，活動の範囲を広げ，オゾン濃度変化

の問題を明らかにするための定期的な“Ozone　assess－

ments”を行っている．地上や衛星による観測は，オゾ

ン濃度が下部対流圏では増加傾向にあり，上部成層圏で

は減少する傾向があることを示した．「南極オゾンホー

ル」の問題はますますこの分野の国際的協力研究を促し

ている．

　7．2．5　大気化学

　オゾン濃度変化の問題はグ・一バルな大気化学と大気

汚染と密接な関係にある．この研究分野は最近20～30年

間にわたる，多くの新しい大気微量成分の検出に伴って

拡大しつつある．スモッグ，鉛やいくつかの有機体成分

のような有害の可能性がある物質の分布，薄くなるオゾ

ン層などのような環境問題，二酸化炭素の他，ク・・フ

ルオ・カーボン，メタン，一一酸化二窒素など温室効果気

体の増加傾向の発見はさらに注目を集めている．

　その結果，ICACGP（国際大気化学・地球規模汚染委

員会）はGlobal　Change計画に適合しているGlobal

Tropospheric　Chemistry　Programを検討している．こ

の計画はIntemational　Global　Atmospheric　Chemistry

（IGAC）研究計画としてIGBPの主要な研究課題の一

10

っとなっている．

　7．2．6　海洋一大気相互作用

　IAMAPはIAPSOやSCORなどの海洋科学関連
組織との協力により，大気一海洋系の力学の研究を推進

している．GARPにおいては大気循環と海洋循環の力

学は別々に取り扱われていたが，GARPの副実験であ

るGARP大西洋熱帯実験（GATE）と第1回GARP
全球実験（FGGE）は，海洋と大気両方の境界層を共同

研究するための道を開ぎ，そこから多くの興味深い間題

点が提起され，今や海洋と大気の力学的結合はWCRP

の最も重要な研究課題の一つとなっている．熱帯海洋と

大気大循環研究計画（TOGA）は海洋と大気の両研究組

織の協力により推進されている．今世紀末に向けて計画

された世界海洋循環実験（WOCE）もまた，大気のinput

を必要としており，IAMAPはこの課題への挑戦に協力

しようとしている．

　7．2．7　大気一陸域相互作用

　ICDM（国際気象力学委員会）はWMO－CASと協

力してGARPの副実験計画の一つであるアルプス実験

（Alpine　Experimant，ALPEX）の成果をとりまとめて

いる．

　陸地面変化や旱魅・砂漢化の問題を含む陸地面に与え

る気候のインパクトなどの問題について，IAMAPは

COSPARと協力して計画を練っていたが，さらにJSC

とUNEPの支持を受け，国際衛星陸地面気候学計画
（lnternational　Satellite　Land－Surface　Climatology　Pro－

ject，ISLSCP）として発展させた．それは一方では，気

候のモデリングに要求される陸地面の全地球的なデータ

セットをつくるための科学的基礎を確立することを目的

とし，他方では気候変動の結果として生ずる陸地面の変

化を算定することを目的としている．

　ISLSCPは，水文や植生を含む陸地面のパラメータ化

を伴った大気大循環や気候のモデルの開発と密接に関係

する．どちらの研究もICCL（国際気候委員会）によっ

て取り扱われ，これらは結合して現在，IGBPの中の主

要計画の一つとなっている．

　7．2．8　中規模および大規模天気システム

　総観規模～中規模システムの力学をよりよく理解す

ることは人類にとって非常に重要であり，依然として

ICDMの中心課題である．フ・ントの構造や移動は，短

期一短時間天気予報にとって基本的に重要な問題である

のみにとどまらず，数値モデルにおけるそれらのパラメ

ータ化の視点からも見直しされている．これはWMO一

、天気”37．6．
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CASのWorking　Group　on　Shortand　Medium　Range

Weather　Prediction　Researchとのもう一つの協同研究

課題である．IAMAPとWMOの共催による短時間予

報シンポジウムは，研究と現業両者の緊密な協調を示し

ている．汚染物質の長距離輸送の問題についてはICDM

とICACGPの両者が協力している．

　大規模運動についてはICDMは大気大循環と大気一

海洋一陸域の相互作用の理解の増進とモデリングに重点

を置いている．あらゆる規模における汚染物質輸送と

相互作用に対’して，境界層物理学は重要であり，これは

WCIRPにとっての関心事でもある．

　7．2．9　雲物理学

　雲は大気科学の種々の異なる分野で重要な役割を演じ

ている．ICCP（国際雲物理学委員会）はとりわけ核や

降水生成過程の微物理学的分野で活躍している．ICCP

は気象人工調節研究会議をWMOと共催し，また
ISCCPに参加している．中規模雲の構造や雲力学に関

してICDMと協力している．また，レーダーや航空機

を使った観測方法の改善を促すことはICCPにとって

重要な任務である．

　7・2．10　大気電気と電光

　雲の電気的特性や電光に関する問題はICAE（国際大

気電気委員会）で扱われる．ICAEは大気のイオン化し

た部分や電磁波パルスの伝播を主に扱っている．現在，

大気中の極低周波伝播に対する全球的ネットワークの確

立に関与している．また，いくつかの雷災害に関するモ

ノグラフ等を刊行している．

　7．2．11　極気象

　ICPM（国際極気象学委員会）は，地理的に指定され

た唯一の委員会であり，南北両極域にすべての研究分野

を応用する．したがって，ある一つの極地域間題一例え

ばそのエネルギー収支や極氷の汚染，北極霜など一を研

究しようとするならば，それぞれの分野の委員会の協力

を要する．1970年頃に発見された南極上空で冬の終わり

に起こる成層圏オゾンの減少一オゾンホールとも呼ば

れている一は，非常な低温における夜間の大気化学と

それに伴う力学についての我々の知識がいかに不足して

いるかを明らかにした．これは極気象と他の委員会間の

協力が不可欠な分野である．

　これまでの研究によると，二酸化炭素濃度増加の影響

は極地方で最も大きく表われる．この影響に対する雪

氷圏の反応は未知であり，それを明らかにするために

ICPMは南極研究科学委員会（Scicnti且c　Committee　fbr

1990年6月
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Antarctic　Research，SCAR）と協同で必要な研究計画立

案にあたっている．

　7．2．12　惑星大気

　ICPAE（国際惑星大気と進化委員会）は，地球大気と

その進化に関連した豊富な新しい情報が惑星空間探査か

ら得られるので1977年に設置された．ICPAEは惑星大

気の現在の組織，構造，力学的特性の他，それらの異な

った進化などの全般にわたる見解を持つ任務を負ってい

る．ICPAEはCOSPARやその他の惑星研究の諸組織

と密接に協力し，惑星の気象・気候学に関する知識を獲

得し，地球やその他の惑星の大気物理の比較研究を促す

ことに寄与する．

　8．日本の対応組織

　日本学術会議に設けられている気象学研究連絡委員会

がIAMAPに対する日本の公式の対応体である．委員

は日本気象学会の推薦に基づいて決定されている．現在

（第14期，1988－1991），気象学研究連絡委員会は，浅井

冨雄（委員長），廣田　勇（幹事），岡村　存，川口貞男，

菊地勝弘，武田喬男，立平良三，田中正之，松野太郎の

9名で構成されている．

　実際上，日本気象学会及び会員個人がそれぞれの専門

家としての立場からIAMAPの各種委員会や研究集会

など諸々の活動に参加している．

　気象学研究連絡委員会のもとにWCRP専門委員会

（委員長：松野太郎）とIGAC小委員会（委員長：小川

利紘）が付置されている．WCRPの国際対応および国

内研究計画の立案・調整にあたるべく国際協同事業特別

委員会WCRP分科会として発足したが，1988年学術会

議の組織替えに伴ってWCRP専門委員会として形式上

気象研連に所属している．1989年に設置されたIGAC

小委員会は7．2．5でもふれたIGAC研究計画に関する国

際対応や国内の推進母体としての役割を果たしている．

　その他，大気電気作業委員会（委員長：菊地勝弘），

観測用航空機に関する作業委員会（委員長：武田喬男）

などが設けられている．

　気象学研究将来構想等の検討に際しては必要に応じて

委員外の専門家の参加を呼びかけている．

　9．あとがき

　IAMAPの現在の機構は将来の大気科学の発展に適切

に敏速に対処し得るであろうか．IAMAPの各Com－

missionは新しい研究分野が現れれば当然活動範囲を拡

11
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げようとするが，Commission間の重複が生じ，IAMAP

が新しい組織の創出を困難にするおそれがある．

　Commissionの一部は専門分野指向，一部は対象領域

指向であること，多くの専門に細分され，組織間相互の

透明度がよくないこと，複数のCommissionで取り扱わ

れるべき課題が多くなりつつあること，などのため機構

改革が検討されている．前会長Bolle教授の提案を以下

に示すが，異論も多く，成案を得るにいたっていない．

　1・Division　on　Meteorological　IProcesses

　　Global　Dynamics　and　Numerical　Weather　Predic．

　　tion

　　Mesoscale　Weathcr　Systems　and　Short－Term

　　「～Veather　Forecast

　　Area　Specific　Meteorological　Processes

　　Instruments　and　Communication　Systems

　2．Division　on　Climate

　　Pale・climat・1・gy

　　Climate！Processes

　　Climatology　and　Climate　Diagnostics

　　Evolution　and　Intercomparative　Studies　of

　　Planetary　Atmospheres

　3・Division　on　Atmospheric　Physics

　　Radiation

　　Clouds　and　Aerosols

　　Atmospheric　Electricity

　　Remote　Sensing

　4・Division　on　Atmospheric　Chem玉stry　and　Pollution

　　Troposphere

　　Middle　Atmosphere

　　Laboratory　Studies

　　Monitoring　and　Measuring　Techniques

　また，IAMAPの名称も大気化学を含む広範囲な研究

分野を反映していないので，例えばIAAS（lntemationa塾

Association　of　Atmospheric　Sciences）はどうであろう・

かという案もでている．

シンポジウムr数値地図」 メッシュマップとその利用 開催のお知らせ

日時：1990年9月7日（金）10：00～17：00

場所：食糧会館・大会議室（千代田区麹町3－3－6）

　　　　　　　　　　　　　TEL　O3－222－9621

　　　　（有楽町線麹町駅下車；半蔵門方面口より徒歩

　　　　1分；新宿通りに面する9階建てビル）

主催（社団法入）東京地学協会

プログラム

午前の部（10：00～12：00）

rメッシュマップ作成の現況・将来計画と技術開発」

午後の部（13：00～17：00）

「メッシュマップの活用」

司会：吉田栄夫（極地研〉

　研究とその展望

司会：野上道男（都立大〉

問い合わせ先：東京地学協会・行事委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　03－261－0809

　　　　　　　吉田栄夫（極地研）03－962－4711

　　　　　　　野上道男（都立大）03－717－0111（3716〉

　　　　　　　　　　　　　　　　03－725－8101（FAX〉

12 、天気”37．6．


